
SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
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総合検索画面の＜カテゴリーに
よる絞り込み＞から、「安衛
法：表示・通知対象物」をチェ
ックして、「検索実行」をクリ
ック。

－ をクリックすると、下位項目が
非表示になり、＋ に変わります。
下位項目を展開したい時は、＋ を
クリックします。

SDS交付義務がある安衛法の対象物質を選択

(詳細はNITE-CHRIPマニュアルを参照)①複数の法律に該当するかを一覧で確認する方法
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約3,500件ヒット

「他の法規制等に該当するか
表示」をクリック

SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
①複数の法律に該当するかを一覧で確認する方法
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「再表示」をクリックして、
前のページに戻ります。

「番号」および「情報源等」から、
必要な項目にチェックをします。
合わせて10項目まで選択できます。

SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
①複数の法律に該当するかを一覧で確認する方法



SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
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化審法番号 安衛法番号 日本
GHS分
類結果

毒劇法化管法 IARC
発がん性

自分の求める条件を満たした検索の結果は
TSV形式（Excelで使用可）でダウンロー

ドし自由に活用することができる。

①複数の法律に該当するかを一覧で確認する方法



1. 化学品及び会社情報
2. 危険有害性の要約 ← GHS分類結果、ラベル要素 ＋ α

3. 組成及び成分情報
4. 応急措置 ← Pｺｰﾄﾞ３＊＊の内容 ＋ α

5. 火災時の措置 ← Pｺｰﾄﾞ３＊＊の内容 ＋ α

6. 漏出時の措置 ← Pｺｰﾄﾞ３＊＊の内容 ＋ α

7. 取扱い及び保管上の注意 ← Pｺｰﾄﾞ１＊＊、２＊＊、４＊＊の内容 ＋ α

8. ばく露防止及び保護措置 ← Pｺｰﾄﾞ２＊＊の内容 ＋ α

9. 物理的及び化学的性質 ← データ（物理化学的危険性分類の根拠）
10.安定性及び反応性 ← データ（物理化学的危険性分類の根拠）
11.有害性情報 ← データ（健康有害性の根拠）
12.環境影響情報 ← データ（環境有害性の根拠）
13.廃棄上の注意 ← Pｺｰﾄﾞ５＊＊ ＋ α

14.輸送上の注意 ← 国連番号、消防法など
15.適用法令 ← 使用国の法令
16.その他の情報 ← 文献、災害事例等

Pｺｰﾄﾞ：Precautionary statements （注意書き）にふられた３桁のコード

一般、安全対策、応急措置、保管、廃棄に分類されている。分類された有害性区分により、
記載されるべきPコードが定められている。
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SDSの全体構成及びその内容

SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
②SDSに必要な情報を集める



有害性・リスク評価情報
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モデルラベル(厚労省)モデルSDS(厚労省)

SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法
②SDSに必要な情報を集める（GHS分類結果）
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②SDSに必要な情報を集める（国際化学物質安全性カード）



SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法

表3-3-6-2 発がん性分類の比較（GHS 分類区分と他の機関の分類の比較）

GHS IARC 産衛
学会

ACGIH EPA

1986

EPA

1996

EPA

2005

NTP EU*

1A 1 1 A1 A K/L CaH K 1*

1B 2A 2A A2 B1,B2 L R 2*

2 2B 2B A3 C S 3*

分類で
きない

3 A4 D CDB I

区分外 4 A5 E NL NL

事業者向けGHS 分類ガイダンス（平成２５年度改訂版（Ver.1.1）

*EUの分類結果は、現在GHSと同じ、1A,1B,2の区分分けとなっている。

提案理由書へもリンク

産衛学会、IARC、EPA、
NTP、EU５機関の評価
ランクを一目で確認
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②SDSに必要な情報を集める（発がん性分類）



SDSの作成におけるNITE-CHRIPの活用法

有害性・リスク評価情報：国内有害性評価書／リスク評価書等

◆ 化学物質有害性評価書／初期リスク評価書
◆環境省化学物質の環境リスク評価結果
◆ 安衛法：リスク評価実施物質
◆ 安衛法：化学物質による災害事例
◆ 化学物質安全性（ハザード）評価シート
◆ 化審法：Japanチャレンジプログラム

有害性・リスク評価情報：国外有害性評価書／リスク評価書等

◆ OECD：高生産量化学物質（HPV Chemicals）（←JETOC和訳あり）
◆国際化学物質簡潔評価文書（CICADs）（←国衛研和訳あり）
◆環境保健クライテリア（EHC）（←国衛研和訳あり）
◆米国有害物質疾病登録局（ATSDR）：Toxicological Profiles 

◆米国環境保護庁（EPA）：統合リスク情報システム（IRIS）
◆ EU：リスク評価書（RAR）（←国衛研和訳あり）

有害性・リスク評価情報：ICCA掲載安全性要約書(JCIA BIGDr)

◆ ICCA掲載安全性要約書(JCIA BIGDr) 
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産総研：リレーショナル化学災害データベース

◆ リレーショナル化学災害事例データベース(RISCAD)

（NITE-CHRIP個別リスト一覧表示参照）

②SDSに必要な情報を集める（その他のNITE-CHRIP有用コンテンツ）

消防庁：危険物災害等情報支援システム

◆ 危険物災害等情報支援システム


